
ビオチン化タンパク質の効率的調製 
－受容体認識能の産業利用に向けて－ 

代表研究者： 町田幸子 
所          属： 食品バイオテクノロジー研究領域 
          機能分子設計ユニット  
問合わせ先：  lili＠affrc.go.jp                            

特許(公開)番号：2004-125785 

技術の特徴 
・ビオチン化タンパク質の大量調製が可能 

・対象タンパク質の高効率ビオチン化が可能 

・受容体の特異的認識能の再構築が可能 

・基版などへの方向性を維持した安定な固定化が可能 

 

研究の内容 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展開 
・再構築受容体の安定化など、実用化に向けた検討 

・受容体認識能を活用した相互作用解析技術、食品の機能性評価、安全性評価 
技術などへの発展 
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AviTag 

Col E1系 

プラスミド 

受容体遺伝子 

ビオチンリガーゼ遺伝子 

P15A系 

プラスミド 

Disulfide reduction系変異大腸菌 

ビオチン化受容体の大量発現 

AviTag: GLNDIFEAQKIEWHE 
(ビオチンリガーゼによりビオチン化） 

基版 

ビオチン化受容体 ビオチン 

ストレプトアビジン 

非共有結合
として最強
の結合を利
用して安定
に固定化 

ビオチンリガーゼに
より1箇所のみをビ
オチン化 

   ↓ 

方向性維持が可能 

動脈硬化症の発症・亢進に関係
する変性LDLの認識が可能 

糖尿病血管障害の発症・亢
進に関係する後期糖化反
応生成物の認識が可能 

再構築に成功している受容体 

バイオ 

農研機構 
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